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TEL：047-346-0866

FAX（専用）：047-346-0088

E-mail：fnm2011@r4.dion.ne.jp

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ：http://fnm2011.okoshi-yasu.com

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
は
、
新
し
い
年
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
・福
祉
・介
護
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
昨
年
夏
に

出
さ
れ
た
社
会
保
障
改
革
国
民
会
議
の
報
告
に
も
と
づ
く
、
年
金
・医
療
・介
護
・子
育
て
各
分
野

で
の
「改
革
」が
目
白
押
し
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。
私
た
ち
の
「い
の
ち
と
暮

ら
し
」が
確
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
し
っか
り
と
目
を
向
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
で
も
、
介
護
の
分
野
は
待
った
な
し
の
大
改
革
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年

か
ら
の
介
護
保
険
法
改
正
が
、
こ
の
一
月
か
ら
始
ま
る
通
常
国
会
に
上
程
さ
れ
ま
す
。
報
道
さ
れ

て
い
る
改
正
の
あ
ら
ま
し
で
は
、
介
護
保
険
へ
の
公
費
支
出
の
抑
制
・削
減
と
利
用
者
負
担
増
の
側

面
だ
け
に
焦
点
が
当
って
い
る
よ
う
で
す
が
、
要
支
援
１
・２
（軽
度
者
）の
サ
ー
ビ
ス
を
予
防
給
付

か
ら
市
町
村
の
地
域
支
援
事
業
へ
転
換
す
る
問
題
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
事
業
者
が
提
供
し
て
き
た
も
の
を
、
軽
度
者
に
か
ぎ
り

住
民
相
互
の
助
け
合
い
・支
え
合
い
に
切
り
替
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
介
護
保
険
が
で
き
て
以
来
の

大
改
革
で
す
。
今
後
の
高
齢
者
増
と
介
護
保
険
財
政
の
こ
と
を
考
え
る
と
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で

あ
り
、
「困
った
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」の
精
神
で
助
け
合
い
活
動
と
支
え
合
い
の
あ
る
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
て
き
た
私
た
ち
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
に
と
って
、
積
極
的
に
発
言
し
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
は
昨
年
１
１
月
に
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
の
方
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
代
表
の
方

を
招
い
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
市
民
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
広
く
会
員
・市
民
の

間
で
の
議
論
を
作
り
出
す
こ
と
、
支
え
合
い
助
け
合
い
活
動
を
行
って
い
る
松
戸
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
話
し
合
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
と
並
行
し
て
、
昨
年
の
会
員
総
会
で
決
定
し
た
「地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」を
つ

く
る
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、
京
葉
銀
行
旧
北
小
金
支
店
ビ
ル
へ
の
移
転
を
白
紙
に
戻
し
た
あ
と
の

構
想
を
会
員
の
皆
さ
ま
と
検
討
し
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
、
「困
った
と
き
は
お
互
い
様
」の
助
け
合
い
の
精
神
を
発
揮
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
あ
い
の
会
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど

代

表

島
田

喜
七

2014 年通常国会で改正される介護保険制度について、厚生労働省

と市民・NPO 双方の考えを聞くことを目的に、11 月 30 日（土）流通経済

大学新松戸キャンパスを会場に開催した講演会には、松戸市民・NPO・

介護保険事業者等 100 名が参加。 吉田昌司氏（厚労省老健局振興

課課長補佐）は介護保険法改正趣旨について、地域支援サービスの充

実を図ることを目的に地域包括ケアシステムの構築との関係から説明。こ

れに対して田中尚輝氏（認定 NPO 法人市民福祉団体全国協議会専

務理事）は介護保険法改正の方向に即して地域のボランティア団体・

NPOの果たす役割を解説。両氏が質疑に応える形で会場参加者と論議

が交わされました。 ふれあいネットまつどでは介護保険法改正をにらみな

がら、松戸市内で地域支え合いのネットワークを形成するために、市民・

NPO・ボランティア団体との意見交換をすすめることにしています。

～予防サービスの市町村事業化、松戸でどう準備するのか～

第 1 回 2015 年介護保険改正を考える勉強会
2014 年1 月27 日（月）18 時半～20 時半/商工会議所別館ホール

講師：田中尚輝氏（認定NPO 法人市民福祉団体全国協議会専務理事）

⇒ 詳細・申込み方法はホームページを参照ください

田中尚輝氏（認定 NPO 法人市

民福祉団体全国協議会専務理事）

吉田昌司氏（厚生労働省

老健局振興課課長補佐）
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■新しいスタッフが加わりました。1 月より事務局組織・担当を一部変更しました。

たすけあい活動センター
※有償ボランティ活動・制

度サービスの調整を行い

ます。

センター長 佐久間 浩子 ふれあいの居場所

みんなんち
マネージャー 西村 泰久

ふれあいｻｰﾋﾞｽ

コーディネーター

森田 トミエ

鈴木 由紀子

企画・管理センター
※経理・管理・広報・企

画・復興支援活動を

担います。

センター長 奥田 義人

訪問介護 村越 仁美※ 経理・庶務 織畑 真奈美

障害福祉

コーディネーター

戸田 加代子

奥井 眞子※

企画・広報 細嶋 千広

企画・管理 松下 直樹※

ケアマネージャー

佐久間 浩子

二渡 由美子※

奥田 義人

松戸・東北交流ｻﾛﾝ

黄色いハンカチ

高田 良子※

森川 マツ子※

※印 下半期からの新任スタッフ

               【ご寄付いただいたみなさま】     
佐久間 浩子・島田 喜七・塙 恵美子・村嶋 千鶴子・井出 暎子・嶋根 正善・江連 伸子・江連 意美子・山川 直喜・山川 洋子・中 良夫・

金澤 光芳・米谷 哲二・二渡 由美子・吉田 勝美・倉橋 良夫・島田 幸枝・奥田 義人・佐藤 哲雄・沢辺 和子・山田 裕・村上 健一・高橋

かほる・戸田 加代子・森田 岩三郎・森田 トミエ・関塚 さい子 ・関塚 文五郎・関塚 睦・関塚 禮子・倉持 登美・岡本 進・岡本 友子・渡

瀬 とし子・摩庭 秀世・杉内 郁子・村越 仁美・小川 和子・清水 哲男・細嶋 千広・江野島 きみ子・榎本 幸子・野村 とみ子・白井 百合

子・亀田 敦子・八野井 毅・前澤 尚昭・安藤 敬久・小阪 雅子・新野 僚子・田中 シヅ・山中 幸久・畠山 隆二・横須賀 将篤・黒川 由

美・藤本 郁子・高橋 英次・見冨 和男・渡邉 清治・石原 順二・渡部 宗雄・石田 圭子・筧 廣道・田中 照子・奥井 眞子・福山 八重子・

小原 四朗・近藤 徳矩・馬場 秀幸・水戸 優・古川 順子・藤竹 晶子・小島 久江・助川 金雄・助川 コト・小野 数子・小島 訓子・鈴木 孝

子・西村 泰久・田村 清実・佐藤 敏雄・槙 裕子・中原 勇・萩原 直大・近藤 京子・斉藤 康子・友山 邦雄・高田 貢・高田 セツ子・木原

祐子・松川 千代子・小川 節子・冨田 崇子・相場 英樹・田中 健一・星 喜代子・星 円・織畑 真奈美・萩原 登志・押領司 あゆみ・中川

文子・有路 友子・古宮 保子  ※2013 年 12 月27 日現在、順不同・敬称略

流通経済大学などの学生ユースチームが活躍

12 月 1 日（日）に第 19 回東日本大震災復興支援ボランティアバスツアーを

運行。宮城県東松島市牛網公民館ホールで「東松島子どもクリスマス会」を開

催しました。クリスマス会には東松島の子どもたち 23 人と松戸市民・ボランティア

36 人、計 59 人が参加。クリスマス会の食事・会場設営などの準備を東松島の

被災者の皆さんが行い、飾り付け・ゲームなどを東松島子ども元気プロジェクト

のサマーキャンプに参加した学生ユースチームが担当するなど、松戸と東松島の

新たな協働活動となりました。参加した子どもたちは、クリスマスケーキ作りからゲ

ームまで楽しい時間を過ごしました。

11 月29 日（金）、千葉県NPO の日の一斉駅頭宣伝活動が行われ

ました。この活動は千葉県の主要な駅 24 か所で市民活動・NPO の周

知を目的に普及啓発チラシとグッズの配布をするもの。ふれあいネットま

つどではJR北小金駅を担当しました。島田喜七代表を始め、役員・事

務局スタッフ・みんなんちのボランティアスタッフ計 13 名がマスクを入れた

チラシグッズを 1000 枚配布しました。

同時刻、松戸駅でも、まつど NPO 協議会のメンバーと松戸市市民

自治課職員が協働して宣伝活動を実施しました。

■2014 ふれあい会員新年会  1 月19 日（日）午後1 時～4 時/小金市民センター2F 会議室
  ※詳しいご案内・申込方法は同封の文書を参照ください。1 月会員定例会はお休みします。

■ボランティア活動説明会  1 月24 日（金）午後4 時～5 時半/ふれあいの居場所みんなんち
  ※生きがいと社会貢献に参加していただけるお知り合いをお誘いください。申込は・・・047-346-2052 まで

JR 北小金駅北口（左写真）南口（右）で宣伝活動。30 分間で

1000 枚のチラシをまき、市民との対話を行いました。

松戸の音楽家竹内恵里さん夫妻のミニコンサートも。


